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〒125-0054  葛飾区高砂 8-21-1
ＴＥＬ：03-5876-4757　ＦＡＸ：03-5876-4758
e-mail：katsushika@seikatsusha.net
https：//numata.seikatsusha.me

議員は交代制、議員の特権化を防ぎます
議員報酬は市民の政治活動資金に
選挙はカンパとボランティアで

生活者ネットワーク
３つのルール

議員は市民の代理人。
生活者ネットワークは議員を代理人と呼び活動しています。

ご協力ありがとうございました。
⇐ ＷＥＢフォームからも回答いただけます

その他ご意見・ご要望など自由にお書きください。

医療・介護・福祉
　内容：

子育て・教育
　内容：

災害・防災
　内容：

環境
　内容：

人権・ジェンダー平等
　内容：

住み慣れた地域で安心して生活するために、
葛飾区で取り組んでほしいことはなんですか？

（予定）6.5 6.23木 月令和７年 第２回葛飾区議会定例会

時間

１０：００～１２：００
場所

葛飾・生活者ネットワーク事務所

曜日に関わりなく開催します

区政のことを聞きたい、

くらしの中の困りごとを相談したい、などなど

どなたでも気軽におこしください。

講師のNPO法人日本家族関係・人間関係
サポート協会理事長の渡辺裕子さんより、
婚姻関係や血縁関係にとらわれず多様化して
いる「かぞく」のかたちについて学びました。

大規模災害時に設置される
「緊急医療救護所」での訓練に看護師として参加。
現場での気づきや発見を議員活動に生かします。

葛飾区医療救護訓練
いのちを考える市民講座

水元中避難所開設訓練見学
聴導犬講座

「子どもが幸せに育つ社会」 を目指して
～タラ夢公式 “PAVO 来日リアルイベント” ～

子ども区議会

議会活動報告会と学習会「朝鮮学校を知ろう！
８０年代、第五に在籍し朝高、朝大に通った
いち卒業生の話」を開催

フランスで実施されている、
親子をまるごと支える支援を学ぶ会に参加しました。

第４回定例会 報告会・学習会

東京都練馬児童相談所視察

社会保障ゲーム体験会

中野区役所香害パネル展

高砂地区まちづくり勉強会
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沼田たか子の活動の一部をご紹介します

本文にユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

公式ＷＥＢサイト、ＳＮＳ▶
議会後は駅前などでレポートの配布、議会の様子や沼田の活動を報告しています。
区民の皆さんの意見を伺う大切な時間でもあります。気軽にお声がけください。

議会報告をしています

保護者が病気、出産、仕事、育児疲れなどで
一時的に子どもの養育が難しい場合に、
お子さんをお預かりします。
（ショートステイは宿泊を伴う預かり、トワイ
ライトステイは夕方から夜にかけての預かり）

対象：2歳以上 15歳以下（中学生以下）の児童

利用日数：ショートステイ事業は月 7泊まで、
育児疲れなどの休養による利用は月 4泊まで

トワイライト事業（夜間の保育）：月 7日まで

心身障害のある方（児）を介護している同居の
介護者が病気、出産、冠婚葬、育児・介護疲れなど
により一時的に養育・介護することが難しい場合
に、障害のある方をお預かりします。

対象：就学児以上 65歳未満の身体障害者手帳1～
2級・愛の手帳1～4度・脳性まひ・進行性筋萎縮
症の方
（医療的ケアが必要な場合は利用できない）

利用日数：最長で月 7日まで、育児・介護疲れなど
の休養による利用は年度内 3日まで

ショートステイ ・ トワイライトステイ事業

在宅心身障害者緊急一時保護事業

葛飾区ホームページより

困難を抱える家庭と子どもへの支援の充実のためにショートステイ・
トワイライトステイ事業が拡充されますが、障がい児はこの事業を
利用できません。障がい児の利用できる事業としては、在宅心身
障害者緊急一時保護事業があります。しかし、ショートステイ・
トワイライトスティ事業のように利用しやすいものではなく、さらに
医療的ケアが必要な場合は利用することができません。

障がい児の子育ては保護者や兄弟などにとって精神的・肉体的・
経済的な負担が大きいことが多く、困難を抱えがちであるにもかか
わらず、必要な支援が得られていない状況にあります。障がいの
ある子どもや保護者がせめて障がいのない子どもの子育て家庭と
同等の支援を受けられるよう要望しました。
また、区では子どもや家庭に関する相談は子ども総合センターや
児童相談所にすることになっていますが、障がい児の保護者が
一時的に養育が難しい場合、いずれに相談しても緊急一時保護事業
についての十分な情報を得られず、支援がないとあきらめてしまう、
という現状があります。障がい児の子育て家庭がどこに相談を
しても支援を受けられるよう体制整備を求めました。

子どもに限らず、重度の障がいや医療的ケアが必要な人ほど利用
できる支援が不足しており、育児や介護を担う人の負担は大きく
孤立しがちです。社会全体で支える体制の充実が必要です。

子育て支援は障がいのあるなしに関わらず
利用できるように
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あなたに知ってもらいたい
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